
評価 評価 自己評価 改善方策 意見等

4 全１６学級による静寂な朝読書の実施率100％ 4 学力調査(国語：知識技能)全国平均を5学年上回る

3 全１６学級による静寂な朝読書の実施率 95％ 3 学力調査(国語：知識技能)全国平均を4学年上回る

2 全１６学級による静寂な朝読書の実施率 85％ 2 学力調査(国語：知識技能)全国平均を3学年上回る

1 全１６学級による静寂な朝読書の実施率 85％未満 1 学力調査(国語：知識技能)全国平均を全学年下回る

4 授業での活用状況　全授業時間(コマ)の25％以上 4 積極的にICT機器を活用する教員の割合 90％以上

3 授業での活用状況　全授業時間(コマ)の20％以上 3 積極的にICT機器を活用する教員の割合 80％以上

2 授業での活用状況　１日に１回以上 2 積極的にICT機器を活用する教員の割合 50％以上

1 授業での活用状況　１日に１回未満 1 積極的にICT機器を活用する教員の割合 50％以下

4 事前に準備された教材教具での実施状況100％ 4 学力調査(算数)C,D層の分布状況全体の10％未満

3 事前に準備された教材教具での実施状況 90％ 3 学力調査(算数)C,D層の分布状況全体の10％以上

2 事前に準備された教材教具での実施状況 80％ 2 学力調査(算数)C,D層の分布状況全体の15％以上

1 事前に準備された教材教具での実施状況 80％未満 1 学力調査(算数)C,D層の分布状況全体の20％以上

4 初動対応に要する日数　即時対応・解決 4 解決に要した日数　即時解決

3 初動対応に要する日数　当日中に対応・解決 3 解決に要した日数　即日解決

2 初動対応に要する日数　当日対応・翌日解決 2 解決に要した日数　翌日解決

1 初動対応に要する日数　当日対応・継続対応 1 解決に要した日数　２日以内に解決

4 登下校、給食時の声掛け指導　全ての教員が毎日 4 校帽着用率１００％　主菜副菜残量３％以下

3 登下校、給食時の声掛け指導　一部の教員が毎日 3 校帽着用率９５％以上　主菜副菜残量５％以下

2 登下校、給食時の声掛け指導　全ての教員が時々 2 校帽着用９０％以上　主菜副菜残量１０％未満

1 登下校、給食時の声掛け指導　一部の教員が時々 1 校帽着用９０％未満　主菜副菜残量１０％以上

4 不登校児童の保健室登校　毎週２回 4 不登校児童の出現数　全校４２７名で０名

3 不登校児童の保健室登校　毎週１回 3 不登校児童の出現数　全校４２７名で１名のみ

2 家庭との定期連絡状況　２日に１回 2 不登校児童の出現数　全校４２７名で２名以下

1 家庭との定期連絡状況　１週間に１回 1 不登校児童の出現数　全校４２７名で３名以上

項目
学校関係者評価

取組目標 具体的方策

令和７年度　墨田区立横川小学校　学校経営計画・経営報告書（自己評価・学校関係者評価）
作成者　校長　森村 聡彦

学校教育目標

目指す学校像

目指す児童像

目指す教師像

すすんで学ぶ子ども　からだをきたえる子ども　なかよく助けあう子ども

新たなことに挑戦する生き生きとした魅力的でエレガントな学校

主体的な挑戦力と突破力をもった児童

機動的挑戦と勇気ある合理的撤退を念頭に、墨田のさきがけとなる教師

分析 改善方策取組指標 成果指標

個に応じた指導を意識して授
業を展開してきた。５つの学
年で全国平均値を上回ってお
り、わずかに下回った学年も
昨年度より得点が伸びている
が、高学年はD層が３０％を
超えている。

少人数展開を生かした指導法
を抜本的に見直し、計画的に
基礎学力の充実を図る。課題
が終了した児童には適切な個
別の応用問題をタブレットで
与え、学力をさらに伸長させ
る。

C B

教員の指導力・授業力向上のため
の取組

・全授業時間のうち２０％以上で
タブレットを効果的に使用する。
・従来のノート指導の良さも生か
し、バランスよく授業にICT機器
を活用する。

4 4

教員はタブレットや電子黒板
を積極的に活用しており、児
童も機能をよく理解し、使い
こなしている。

板書を併用して、授業の流れ
の中で導入から展開、まとめ
へと進み、最後に学んだこと
を確認してアウトプットする
振り返りまでの指導法を確立
させたい。

A A

・週２回の全校朝読書活動など
の、基礎学力と言語活動の充実し
た取組を行う。
・全ての教科学習の基礎となる文
章の読解力を育む。

確かな学力を全ての児童につけさ
せる

BB

読解力の育成は短時間ではで
きない。児童には学校ではわ
ずかでも朝読書の時間を必ず
確保し、家庭でも本に触れる
機会を増やし、活字を目で追
う読書に親しむ習慣をもたせ
たい。

朝は出欠確認など忙しく、突
発的な対応などがあると担任
は忙殺される。授業の中で文
章に触れ、読み取る力を育む
指導を工夫する必要がある。

42
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特別な支援を要する児童への組織
的な対応

・Teamsを活用して、教職員間の
即時情報共有と迅速な対応を行
う。

4 3

特別な配慮を要する児童の指
導を担任１人に任せきりにせ
ず、人手を要する場合には遠
慮なく内線電話で応援を呼べ
るよう、意識付かせた。

今後もこれまで以上に管理職
も担任のサポートに入り、生
活指導上の課題には即応体制
で解決にあたり、保護者とも
連携して指導を継続してい
く。

B B

授業では紙の教科書を基本
に使い、デジタル教科書を
応用で使ってはいかがか。
「書く」ことを大切にして
指導して欲しい。

個に応じた指導の工夫 ・算数科における習熟度別少人数
指導を、従来の都費少人数教員の
他、都費時間講師もあてて展開を
増やし、連携して効果的に実施す
る。
・習熟度に応じた適切な課題を個
別に与える。

3 1

不登校の予防と解決に向けた取組 ・全教職員の共通理解のもと、機
動的に対応し、担任を支援する。
・積極的に外部機関との連携を図
り、短期解決に向け尽力する。 4 1

生活指導や特別な支援を要す
る児童への対応力は、組織的
に向上している。担任1人で
は指導しきれない児童を、多
くの教職員が関わることで支
えられるようになった。

新たな不登校児童の発生を未
然に防ぐために、小さな兆候
が表れた時に担任以外の教職
員がアプローチするなどし
て、多くの解決の選択肢を準
備しておく。

C B

児童の規範意識醸成に向けた生活
指導項目と目標の教職員全員の共
通理解と凡事徹底指導

・校帽の着用徹底を、登校時と下
校時に指導する。
・偏食による給食の残さいを減ら
すよう、丁寧な給食指導を続け
る。

4 3

全ての教員が課題意識をもっ
て指導にあたってきた。小さ
なことも見逃さない指導に根
気よく取り組み、規範意識を
維持している。また、魚介類
の偏食をなくすことができ
た。

校帽の着用は特に女児の髪型
によって左右されるのは仕方
がないとしても、ただ単に面
倒がったり、ルーズな気持ち
で手に持って登下校する児童
の指導は継続していく。

B B

地域での挨拶が、さらに活
発にできるようになるとよ
い。

〇令和７年度 学校経営計画における重点内容

・主体的な挑戦力と突破力をもった児童を育てる指導

～指導方法の改善と学校組織の進化

・新たなことに挑戦する生き生きとした魅力的な学校経営



評価 評価 自己評価 改善方策 意見等
項目

学校関係者評価
取組目標 具体的方策 分析 改善方策取組指標 成果指標

4 月平均残業時間の削減　平均３０分短縮 4 平均年次有休取得日数　１９日以上

3 月平均残業時間の削減　平均１５分短縮 3 平均年次有休取得日数　１８日以上

2 月平均残業時間　　　　現状維持 2 平均年次有休取得日数　１５日以上

1 月平均残業時間　　　　時間増 1 平均年次有休取得日数　１５日未満

4 相談・報告・声掛けの状況　毎日適宜 4 ストレスチェック指数　 ６０(独自目標)

3 相談・報告・声掛けの状況　１日に１回程度 3 ストレスチェック指数　 ７０(独自目標)

2 相談・報告・声掛けの状況　１日に１回未満 2 ストレスチェック指数　 ８２(墨田区平均)

1 相談・報告・声掛けの状況　２日に１回程度 1 ストレスチェック指数　１００(全国平均)

4 注意喚起・服務事故防止指導　毎週１回 4 服務事故件数　０件

3 注意喚起・服務事故防止指導　毎月２回以上 3 服務事故件数　０件

2 注意喚起・服務事故防止指導　２週に１回 2 服務事故件数　０件

1 注意喚起・服務事故防止指導　毎月１回 1 服務事故件数　区教委口頭注意程度　１件

4 ホームページ定期更新　毎週１回以上 4 学校評価満足度　９０％以上

3 ホームページ定期更新　月に３回以上 3 学校評価満足度　８０％以上

2 ホームページ定期更新　月に２回以上 2 学校評価満足度　８０％未満

1 ホームページ定期更新　月に１回以上 1 学校評価満足度　７０％未満

4 左記の活動頻度　月２回 4 学校評価満足度　９０％以上

3 左記の活動頻度　月１回 3 学校評価満足度　８０％以上

2 左記の活動頻度　２か月に１回 2 学校評価満足度　８０％未満

1 左記の活動頻度　３か月に１回未満 1 学校評価満足度　７０％未満
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教職員のライフワークバランスの
支援

・年次有給休暇の取得を奨励す
る。
・各種特別休暇の周知と取得活用
を案内する。
・業務の精選と削減に不退転の決
意で取り組む。

4 3

児童が在校している時間に年
次有給休暇は取得しにくいの
で、児童下校後は会議の時間
を調整するなどして、時間休
暇を取得しやすい環境を整え
た。

教職員自らの健康と、各家庭
の幸福を念頭におきながら、
公教育の使命を忘れずに勤務
できる条件整備に全力をあげ
る。

B A

使命感に満ち、生き生きとした教
職員集団の実現

・働き方改革を、責任をもって積
極的に推進する。
・担任への同僚からの支援や、上
司からの支援を促進する。 4 3

形式的な校内文書や作業など
を極限まで削減し、不要な校
則も廃止して教員の指導事項
を減らした。教職員には、自
身の健康と家庭の幸福を優先
する意識改革を進めた。

まず教職員が笑顔でいなけれ
ば、目の前の児童を幸せには
できない。「幸せになるため
に生きている」をモットー
に、現在の明るく前向きな職
場の雰囲気を維持する。

A A

A A

安全確保と人権上の配慮の
バランス判断など、対処が
難しい案件などがあって大
変だと思うが、教職員の健
康やストレス軽減にも気を
付けて欲しい。

不審者侵入事案について不
安に感じている保護者もい
るので、できる限りの情報
公開と、不審者侵入対応訓
練を実施して欲しい。

例月の学校・学年だよりは安
定して発行できたが、ホーム
ページの更新は多忙な教員が
勤務時間内に校務分掌で行う
には無理があった。

日常的な授業や教育活動に保
護者による補助を依頼するこ
とで、教育効果の向上と教員
の負担軽減、保護者には教育
活動の理解と情報公開が期待
できる。

服務事故未然防止の取組 ・体罰や不適切な指導を根絶する
・適切に文書を管理し、確実な保
管を徹底する。

3 4

身近な事例を挙げ、機会ある
ごとに服務事故防止の意識を
高めてきた。地方公務員であ
るとともに「教職」に対する
都民の負託に応えるよう誠実
さを指導してきた。

引き続き油断することなく、
指導の未熟さや熱心さから発
生する行き過ぎた暴言や体
罰、放漫な管理から起きる個
人情報の紛失などの防止に全
力を挙げて取り組んでいく。

保護者や地域の理解、協力を得た
教育活動の取組

・本所中学校や本校学区域内の幼
稚園、保育園との交流活動の実
施。
・横川地区連合子供育成会主催の
スポーツラリーなどをPTAと共催
で実施する。

2
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教育方針や教育活動の様子を分か
りやすく伝える取組

・毎月発行している学校だよりを
月初めにホームページに更新し、
その他の情報も速やかに掲載す
る。
・保護者会での校長講話などの機
会を増やし、広報周知する。

2 4

C B

B A

3

幼保小中間の交流は、引継ぎ
のための情報交換と、異校種
間の授業公開、１時間あまり
の中学校見学を行うにとど
まっている。

働き方改革が目指す健全な勤
務の実現を果たす上で、隣接
ではない物理的に離れた各施
設の教職員との交流は、無理
のない範囲で充実させていく
しかない。

〇令和７年度 学校経営報告のまとめ（総括）

・教職員の職務に対する前向きな改革姿勢によって、学校の教育活動が活性化され、児童がのびのびとした学校生活を

送っている。単なる前例踏襲を廃止し、学校環境の整備に向けて機動的挑戦と合理的撤退を進めたことは、保護者や地域

の方々にも評価されており、学校への惜しみない協力の礎となっている。

・児童は明るく素直である。全児童の基礎学力の充実に向けて、より高みを目指す意識を教職員にも育てていきたい。


